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●今月の紙面

バーチャル郷土館を開設しました！…⑥

豊かな自然を残そう……………………⑦

きれいな川は、家庭から！……………⑨

介護新時代………………………………⑩

こんにちは健康課です…………⑪　など
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安全安心まちづくり

  交通ルールは家庭から！…………②
  今、自転車の運転が問題になっています…③
神奈川県議会議員および知事選挙……④

地区と町との大切な橋渡し……………⑤

「にぎやかな春の訪れ」

（吾妻山公園　平成18年4月4日撮影）



　
子
ど
も
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

は
よ
く
話
題
に
で
ま
す
が
、
い
ざ

自
分
を
ふ
り
返
る
と
、
つ
い
つ
い

赤
信
号
を
渡
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
子
ど
も
は
親
を
は
じ
め
と
す
る

大
人
の
行
動
を
と
て
も
よ
く
見
て

い
る
の
で
、
そ
ん
な
「
ち
ょ
っ
と
」

が
子
ど
も
に
大
き
く
影
響
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
家
族
で
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
小
さ
い
子
ど
も
は
、
「
言
わ
れ

た
こ
と
が
な
ぜ
大
切
な
の
か
」
と

い
う
こ
と
が
理
解
で
き
て
い
な
い

時
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
「
左
右
を
見
て
か
ら

渡
る
」
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
た
子

ど
も
が
、
事
故
に
あ
っ
た
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
「
回
り
を
見
て
、
車

が
来
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら

渡
る
」
と
い
う
こ
と
ま
で
理
解
で

き
ず
に
、
「
右
と
左
を
見
て
か
ら

渡
る
」
と
い
う
形
式
し
か
理
解
で

き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
子
ど
も
と
交
通
ル
ー
ル
を
確
認

す
る
際
は
、
「
な
ぜ
必
要
な
の
か
」

と
い
っ
た
必
要
性
ま
で
理
解
で
き

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
親
が
先
手
先
手
で
す
べ
て
判
断

し
て
し
ま
う
と
、
子
ど
も
は
自
分

で
判
断
す
る
能
力
が
養
わ
れ
ず
、

１
人
で
行
動
し
た
際
に
事
故
に
あ

う
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
時
が
危
険
な
の
か
な
ど
、

安
全
確
保
と
危
険
予
測
を
、
子
ど

も
に
判
断
さ
せ
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
家
族
と
一
緒
に
い
る
と
し
っ
か

り
守
れ
る
の
に
、
友
達
と
い
る
と

き
は
、
楽
し
さ
や
仲
間
意
識
か
ら

交
通
ル
ー
ル
を
守
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
子
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
楽
し
く
て
も
急
い
で
い
て
も
、

し
っ
か
り
ル
ー
ル
を
守
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に

は
、
地
域
の
大
人
の
正
し
い
行
動

と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
が
大

変
重
要
で
す
。

　
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全

の
た
め
に
、
ま
ず
は
家
庭
か
ら
、

そ
し
て
地
域
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
で
、
み
ん
な
笑
顔
で
元
気
に

春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係

地域交通安全活動地域交通安全活動



　
次
の
質
問
に
Ａ
ま
た
は
Ｂ
で
答

え
て
く
だ
さ
い
。（
正
解
は
下
）

Ｑ
１
…
自
転
車
は
ど
こ
を
走
る
？

Ａ
…
歩
道
。
通
行
が
難
し
い
場
合

は
、
車
道
に
出
て
も
良
い
。

Ｂ
…
車
道
。
標
識
等
で
許
可
さ
れ

て
い
る
区
間
は
歩
道
で
も
可
。

Ｑ
２
…
一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る
。

Ａ
…
自
転
車
は
車
と
同
じ
部
類
な

の
で
守
る
必
要
が
あ
る
。

Ｂ
…
車
用
の
標
識
な
の
で
、
自
転

車
は
守
る
必
要
は
な
い
。

Ｑ
３
…
並
ん
で
走
る
並
走
は
？

Ａ
…
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
が
な

け
れ
ば
規
制
さ
れ
て
な
い
。

Ｂ
…
標
識
で
許
可
さ
れ
て
い
な
い

か
ぎ
り
、
し
て
は
い
け
な
い
。

　
免
許
が
不
要
で
便
利
な
自
転
車

は
、
多
く
の
人
が
使
う
交
通
手
段

の
一
つ
で
す
。

　
し
か
し
近
年
、
自
転
車
運
転
モ

ラ
ル
の
悪
化
か
ら
、
自
転
車
運
転

者
が
被
害
者
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

加
害
者
と
な
る
事
故
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
傘
を
さ
し
な
が
ら
の
運
転
（
２

万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料
）

や
、
無
灯
火
運
転
（
５
万
円
以
下

の
罰
金
）
な
ど
は
道
路
交
通
法
で

禁
止
さ
れ
て
い
る
危
険
な
行
為
で

す
。
み
な
さ
ん
も
心
当
た
り
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　
モ
ラ
ル
だ
け
で
な
く
、
道
路
交

通
法
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
危

険
運
転
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
は
「
軽
車
両
」
と
し
て
、

自
動
車
と
同
じ
部
類
で
、
車
と
同

じ
よ
う
に
道
路
標
識
等
を
守
ら
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
（
３
か
月

以
下
の
懲
役
ま
た
は
５
万
円
以
下

の
罰
金
）

　
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
自
転
車
が

歩
道
で
歩
行
者
と
接
触
す
る
事
故

が
増
え
、
今
も
っ
と
も
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
は
、
標
識
等
で
歩
道
の

通
行
が
許
可
さ
れ
て
い
る
区
間
以

外
は
、
車
道
を
走
行
し
、
や
む
を

得
ず
歩
道
を
走
る
場
合
は
、
車
道

側
を
す
ぐ
に
止
ま
れ
る
速
度
（
徐

行
）
で
走
行
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
（
２
万
円
以
下
の
罰
金
も

し
く
は
科
料
）

　
昨
年
中
、
町
内
で
は
大
磯
警
察

署
に
報
告
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

35
件
の
自
転
車
に
関
係
す
る
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。
軽
度
の
接
触

な
ど
、
警
察
に
報
告
さ
れ
て
い
な

い
も
の
も
考
え
る
と
、
相
当
数
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
時
間
帯
で
は
朝
の
通
勤
通
学
時

間
帯
が
も
っ
と
も
多
く
、
年
齢
別

で
は
10
代
が
約
45
％
、
60
代
以
上

の
高
齢
者
も
20
％
以
上
と
高
い
数

値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
町
は
高
齢
者
も
多
い
上
、
地

形
的
に
も
緩
や
か
な
傾
斜
の
あ
る

細
い
路
地
も
多
く
、
出
会
い
頭
の

衝
突
事
故
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
夜
、
無
灯
火
で
自
転
車
を
走
行

中
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
て
、
そ

の
画
面
に
気
を
取
ら
れ
、
前
方
の

歩
行
者
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
衝
突

し
、
転
倒
さ
せ
て
歩
行
困
難
と
な

る
後
遺
障
害
を
負
わ
せ
た
。

　
（
損
害
賠
償
５
０
０
０
万
円
）

　
大
磯
警
察
署

　
　
72
―

０
１
１
０

　
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係

　
★
ク
イ
ズ
の
解
答

　
　
Ｑ
１
…
Ｂ
　
Ｑ
２
…
Ａ

　
　
Ｑ
３
…
Ｂ

今
、
自
転
車
の
運
転
が

　
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す



　
昭
和
62
年
４
月
９
日
以
前
に
生

ま
れ
、
平
成
18
年
12
月
29
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
町
内
に
在
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
。
（
た
だ
し
、
期
日
前
投
票

の
①
を
す
る
に
は
、
12
月
21
日
以

前
か
ら
町
内
に
在
住
し
、
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
。
）

　
投
票
所
整
理
券
を
郵
送
し
ま
す
。

世
帯
ご
と
に
３
名
の
連
記
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
投
票
の
際
に
は

一
人
ず
つ
切
り
離
し
て
各
自
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
、
紛
失
し
た
場
合
で
も

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で

係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票

　
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
、
旅
行
な
ど

の
予
定
が
あ
り
、
当
日
投
票
で
き

な
い
方
は
、
次
の
場
所
で
投
票
で

き
ま
す
。

・
役
場
庁
舎
内
２
階
会
議
室

①
県
知
事
選
挙
の
み

　
３
月
23
日
（
金
）
〜
30
日
（
金
）

②
県
議
会
議
員
及
び
県
知
事

　
３
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　
〜
４
月
７
日
（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

・
町
民
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ザ

　
（
百
合
が
丘
商
店
街
内
）

　
県
議
会
議
員
及
び
県
知
事

　
４
月
４
日
（
水
）
〜
７
日
（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
期
日
前
・
不
在
者
投
票
で
は
請

求
書
兼
宣
誓
書
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
投
票
所
整
理
券
が
届
い
て
い
る

場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
に
県

内
か
ら
当
町
に
転
入
届
を
出
し

た
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
二
宮
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る

方
が
、
出
張
な
ど
で
国
内
の
他
市

町
村
に
い
る
場
合
、
ご
本
人
が
二

宮
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用

紙
を
請
求
し
て
、
投
票
用
紙
の
交

付
を
受
け
る
と
、
滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。

○
郵
便
で
の
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
で
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
方
お
よ
び
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分

が
「
要
介
護
５
」
の
方
で
、
投
票

所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

自
宅
か
ら
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
事
前
に

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
申
請
が

必
要
で
す
。
証
明
書
申
請
手
続
き

に
は
一
週
間
程
度
必
要
に
な
り
、

選
挙
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
は
間
に

合
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
院
・
入
所
中
の
方
の
投
票

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す

る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
施

設
の
代
表
者
に
申
し
出
る
と
施
設

内
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
各
地
区
の
広
報
配
布
委
員
を
通

じ
て
４
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
各

世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会

▼
神
奈
川
県
議
会
議
員
お
よ
び
知
事
選
挙



　
地
区
長
連
絡
協
議
会
は
、
地
区

の
ま
と
め
役
と
な
る
地
区
長
20
名

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
各
地
区
で
特
色

あ
る
地
域
活
動
を
活
発
に
実
践
す

る
た
め
、
お
互
い
の
共
通
認
識
を

深
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
生
か
し
て
対
等
の
立
場
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
長
自
ら
の
自
主
的

な
運
営
に
よ
る
研
究
会
活
動
を
通

し
て
、
町
の
状
況
を
知
り
、
諸
課

題
に
か
か
わ
る
対
応
な
ど
を
議
論

す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
で
は
、
地
区
長
を
中
心

に
地
域
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、

各
種
委
員
や
協
力
団
体
と
の
連
携

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
連
携
す
る
委
員
や
団
体
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
情
も
あ
り

ま
す
が
、
例
え
ば
、
国
か
ら
委
嘱

を
受
け
て
い
る
民
生
児
童
委
員
（
福

祉
連
絡
委
員
）
を
は
じ
め
、
体
育

指
導
委
員
、
青
少
年
指
導
員
、
健

康
づ
く
り
普
及
委
員
の
方
々
や
小

学
校
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど

も
会
育
成
会
、
ゆ
め
（
老
人
）
ク

ラ
ブ
等
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
の
分
野
に
よ
っ
て

は
防
災
指
導
員
、
女
性
防
災
隊
、

食
生
活
改
善
推
進
員
、
青
少
年
環

境
浄
化
推
進
員
の
方
々
の
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
事
業
展
開
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
住
ん
で
い

る
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
地
区
行

事
に
積
極
的
な
参
加
が
で
き
る
よ

う
、
地
区
内
の
連
携
を
と
り
、
工

夫
を
重
ね
る
こ
と
が
地
区
長
の
大

き
な
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く

要
望
に
つ
い
て
は
、
地
区
内
で
協

議
や
内
容
を
整
理
し
、
地
区
長
が

取
り
ま
と
め
、
町
に
提
出
し
ま
す
。

　
例
年
、
９
月
末
ま
で
に
提
出
さ

れ
た
要
望
を
各
担
当
課
で
精
査
し

予
算
を
伴
う
内
容
は
次
年
度
以
降

の
予
算
計
上
の
基
礎
資
料
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
予
算
審
査

の
議
会
議
決
を
経
て
、
は
じ
め
て

地
区
要
望
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
を
伴
わ
ず
、
担
当

課
等
の
連
携
で
対
処
で
き
る
内
容

に
つ
い
て
は
地
区
長
と
の
協
議
で

改
善
に
向
け
た
迅
速
な
対
応
を
し

ま
す
。
町
の
仕
事
以
外
の
内
容
に

つ
い
て
は
近
隣
地
区
長
の
連
名
で

関
係
機
関
に
要
望
書
を
提
出
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
地
域
推
進
課

　
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

地域住民と団体、行政を結びます

下：わんわんパトロール

上：地域間交流事業



　
原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
町
の
変

遷
を
５
つ
の
時
代
区
分
に
分
け
、

写
真
や
資
料
と
と
も
に
詳
し
く
解

説
し
て
い
ま
す
。

　
二
宮
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
の
、

基
礎
的
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
文
化
財
、
埋
蔵
文
化
財
、
史
跡

名
勝
、
路
傍
の
石
仏
、
民
俗
芸
能
、

伝
説
・
昔
話
、
ふ
る
さ
と
の
歌
と

７
つ
の
専
門
分
野
に
分
か
れ
、
町

の
文
化
を
幅
広
く
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
探
訪
に
利
用
で

き
る
地
図
を
印
刷
で
き
る
ほ
か
、

民
俗
芸
能
の
分
野
で
は
、
町
民
俗

芸
能
保
存
団
体
の
紹
介
を
は
じ
め
、

演
奏
演
技
の
動
画
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
歌
の
分
野
で
は
「
二

宮
音
頭
」
な
ど
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歌
の
歌
詞
を
紹
介
し
、
曲
も

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
質
、
貝
化
石
、
動
物
（
野
鳥
・

蝶
・
昆
虫
）
、
植
物
（
野
草
）
の

４
つ
の
専
門
分
野
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。

　
地
質
の
分
野
で
は
町
土
の
歴
史

と
各
地
層
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
ま
す
。

　
貝
化
石
や
動
物
、
植
物
の
分
野

で
は
、
町
で
発
掘
さ
れ
た
貝
化
石

や
、
町
で
見
ら
れ
る
動
植
物
な
ど

を
写
真
付
き
で
解
説
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
見
か
け
た
動
植
物
を

調
べ
る
際
に
役
立
つ
ほ
か
、
二
宮

の
自
然
環
境
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
郷
土
二
宮
を
も
っ
と
知
り
た
い

方
に
は
、
町
・
教
育
委
員
会
の
既

刊
図
書
を
紹
介
し
て
い
る
「
二
宮

を
知
る
本
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
お
勧

め
で
す
。
図
書
の
購
入
や
調
べ
学

習
に
大
変
役
立
ち
ま
す
。

　
バ
ー
チ
ャ
ル
郷
土
館
は
、
未
整

備
の
分
野
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
調
査
研
究
を
進
め
な
が
ら
、

さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

バ
ー
チ
ャ
ル
郷
土
館
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://sh

on
an
n
in
om
iy
a-

v
irtu
alm
u
seu
m
.in
fo/

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
リ
ン
ク

し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

開
設
し
ま
し
た
！

を

ろ
　
ぼ
う

ち
ょ
う





　
駅
北
口
通
り
商
店
街
に
あ
る
「
に

の
み
や
町
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
は
、
町
民
活
動
を
支
援
・

推
進
・
応
援
す
る
施
設
で
す
。

　
町
民
活
動
を
し
て
い
る
団
体
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
活
動
し
た

い
方
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
概
ね
「
町
民
相
互
が
連
携
し
、

社
会
の
様
々
な
課
題
に
対
し
て
自

発
的
、
自
立
的
に
行
う
営
利
を
目

的
と
し
な
い
公
益
性
の
あ
る
活
動
」

で
す
。

※
次
の
団
体
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
趣
味
の
要
素
が
強
い
団
体

・
宗
教
的
、
政
治
的
な
団
体

・
選
挙
活
動
に
関
連
す
る
団
体

間　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

毎
週
月
曜
日
、
毎
月
第
２
・
４
火

曜
日
、祝
日
の
翌
日
、年
末
年
始

・
交
流
コ
ー
ナ
ー
（
１
室
）

10
名
程
度
の
会
議
や
打
ち
合
わ

せ
が
で
き
ま
す
。

・
展
示
コ
ー
ナ
ー

ボ
ー
ド
や
ス
タ
ン
ド
に
、
団
体

の
紹
介
や
案
内
等
を
展
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス

　
情
報
収
集
が
で
き
ま
す
。

・
相
談
コ
ー
ナ
ー

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
、
協
働
事

業
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

・
印
刷
機

製
版
１
枚
に
つ
き
１
０
０
円

（
用
紙
は
持
ち
込
み
）

・
コ
ピ
ー
　
（
１
枚
10
円
）

ホ
ッ
チ
キ
ス
、
ペ
ー
パ
ー
カ
ッ

タ
ー
等

　
町
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
70
―

６
２
５
５

★
ご
利
用
く
だ
さ
い

平成19年 4 月からから平成19年 4 月から

所得区分 平成19年 3月まで 4月から

一般および

上位所得者
被保険者証

被保険者証

限度額適用認定証

被保険者証

標準負担額減額

認定証

被保険者証

限度額適用・

標準負担額減額

認定証

住　民　税

非課税世帯

お
お
む



　
地
域
環
境
研
究
会
で
は
、
地
域

の
環
境
を
良
く
す
る
会
（
※
２
）

が
、
Ｅ
Ｍ
液
（
※
３
）
を
使
っ
て

川
の
ヘ
ド
ロ
や
臭
気
を
減
ら
す
効

果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
家

庭
で
Ｅ
Ｍ
液
を
使
用
す
れ
ば
、
家

庭
も
側
溝
も
川
も
同
時
に
浄
化
で

き
て
一
石
三
鳥
で
は
な
い
か
」
と

考
え
、
　
川
流
域
の
家
庭
の
協
力

で
、
Ｅ
Ｍ
液
を
使
用
す
る
実
験
を

し
ま
し
た
。

　
実
験
に
は
、
　
川
流
域
の
31
世

帯
が
参
加
。
10
月
か
ら
約
２
か
月

間
、
毎
週
10
　
ず
つ
Ｅ
Ｍ
液
を
ト

イ
レ
、
台
所
、
風
呂
場
で
使
用
し

て
も
ら
い
、
効
果
を
計
る
た
め
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
効
果
が
あ
っ
た
」
と
回
答
し

た
人
が
約
７
割
で
、
「
効
果
な
か

っ
た
」
は
皆
無
で
し
た
。
（
表
１
）

　
ま
た
Ｅ
Ｍ
液
の
使
用
感
に
つ
い

て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
違
和
感

な
く
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
（
表
２
）

　
ヘ
ド
ロ
や
臭
気
の
軽
減
以
外
に

も
、
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る

人
が
、
洗
濯
や
部
屋
で
使
用
し
た

ら
、
臭
い
が
消
え
た
な
ど
、
特
筆

に
値
す
る
効
果
も
現
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
感
想

・
生
ご
み
の
臭
い
が
消
え
た

・
ヌ
メ
リ
が
無
く
な
っ
た

・
小
バ
エ
が
出
な
く
な
っ
た

・
浴
室
の
床
が
滑
ら
な
い

・
側
溝
の
ヘ
ド
ロ
が
減
っ
た

　
町
で
は
こ
の
報
告
を
受
け
て
、

Ｅ
Ｍ
液
の
効
果
が
確
認
で
き
た
こ

と
、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
隣

人
に
も
使
用
を
勧
め
ま
す
か
」
の

問
い
に
、
約
８
割
の
方
が
「
勧
め

る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
町
民
の
方
が
Ｅ
Ｍ
液

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

方
策
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
回
、
実
験
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

地
域
の
環
境
を
良
く
す
る
会
で

は
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
Ｅ
Ｍ
液
を
販
売
（
１
本
50
円

５
０
０
　
）
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
ご
家
庭
で
そ
の

効
果
を
試
し
、
き
れ
い
な
川
を

守
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
環
境
課
環
境
推
進
係

（
※
１
）
地
域
環
境
研
究
会

　
町
の
地
区
長
６
名
（
一
色
、
中

里
、
元
町
南
、
富
士
見
が
丘
２
、

越
地
、
釜
野
）
で
組
織
さ
れ
た
、

町
の
環
境
の
事
柄
を
自
主
研
究
す

る
会
で
す
。
（
５
面
に
関
連
記
事

を
掲
載
）

（
※
２
）
地
域
の
環
境
を
良
く
す
る
会

　
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、

Ｅ
Ｍ
液
を
　
川
と
梅
沢
川
に
週
１

ト
ン
放
流
し
、
河
川
の
浄
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
実
験
に
使
う

Ｅ
Ｍ
液
の
培
養
を
行
い
ま
し
た
。

（
原
液
等
は
町
で
提
供
）

（
※
３
）
Ｅ
Ｍ
液

　
Ｅ
Ｍ
と
は
有
用
微
生
物
群
の
こ

と
。
安
全
無
害
な
微
生
物
を
組
み

合
わ
せ
、
発
酵
さ
せ
た
液
体
で
す
。

環
境
に
や
さ
し
く
、
県
内
自
治
体

な
ど
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

水場にＥＭ液を流します

研究会によるＥＭ液の積み込み作業

表１ ＥＭ液の効果表２ ＥＭ液の使用感

67％

効果があった

32％

わからない

25％

使いやすい

70％

抵抗感はない

0％  効果がなかった5％  使いにくい



認

知

症
　
〜 

認
知
症
の
方
へ
の
対
応 

〜

　
認
知
症
の
高
齢
者
の
一
人
ひ
と

り
の
症
状
は
、
違
っ
て
見
え
て
も

共
通
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
認
知

症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解

に
基
づ
い
た
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

　
記
憶
障
害
は
認
知
症
高
齢
者
の

中
心
的
な
症
状
で
す
。
最
近
の
記

憶
や
行
動
は
忘
れ
て
し
ま
う
の
に
、

昔
の
記
憶
は
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
当
時
の
記
憶
の
世
界

に
意
識
が
戻
っ
て
い
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　
他
人
に
は
対
面
を
保
っ
て
、
よ

そ
行
き
の
顔
を
み
せ
ま
す
が
、
身

近
な
家
族
に
対
し
て
症
状
が
出
や

す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
特
に
毎

日
介
護
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て

強
く
出
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
人
が
、

自
分
た
ち
が
家
族
で
あ
る
と
い
う

認
識
で
、
心
で
は
家
族
を
信
頼
し

て
い
る
証
拠
で
す
。

誰
で
も
自
分
を
守
ろ
う
と
す
る
本

能
が
働
き
ま
す
が
、
認
知
症
高
齢

者
で
も
同
じ
で
す
。
自
分
の
能
力

低
下
や
記
憶
障
害
を
認
め
た
く
な

い
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
不
利
な

こ
と
は
認
め
た
く
な
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
介
護
者
が
説
教
し
た
り

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
認
知
症
高
齢

者
は
自
分
を
守
ろ
う
と
、
矛
盾
し

た
行
動
を
重
ね
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
認
知
症
が
進
行
し
て
も
、
全
て

の
症
状
が
い
っ
ぺ
ん
に
出
る
わ
け

で
は
な
く
、
必
ず
正
常
な
部
分
と

認
知
症
の
症
状
が
混
在
し
て
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
ま
だ
ら
ぼ
け
の
症

状
で
す
。

　
自
分
が
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
、

行
動
し
た
こ
と
は
す
ぐ
に
忘
れ
ま

す
が
、
心
に
残
っ
た
感
情
的
な
し

こ
り
は
強
く
残
り
ま
す
。

▼
高
齢
者
に
共
感
し
た
り
、
感
謝

す
る
言
葉
が
け
を
し
て
、
感
情
的

な
し
こ
り
を
残
さ
な
い
よ
う
に
対

応
し
ま
し
ょ
う
。

　
あ
る
こ
と
に
集
中
す
る
と
そ
こ

か
ら
抜
け
だ
せ
ず
こ
だ
わ
り
つ
づ

け
、
周
囲
が
説
明
し
た
り
、
否
定

し
た
り
す
る
ほ
ど
、
さ
ら
に
強
く

こ
だ
わ
り
ま
す
。

▼
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
無
理

に
や
め
さ
せ
た
り
せ
ず
、
次
の
よ

う
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

①
無
理
に
や
め
さ
せ
た
り
叱
っ
た

り
せ
ず
、
温
か
く
見
守
る
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
で
、
家
族
の
い

ら
だ
ち
を
軽
減
し
ま
す
。

②
こ
だ
わ
り
を
認
め
つ
つ
、
関
心

を
ほ
か
に
向
け
さ
せ
て
落
ち
着

き
を
保
ち
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
が
、
自
分
の
存

在
が
認
め
ら
れ
、
今
い
る
と
こ
ろ

が
安
心
し
て
住
め
る
場
所
だ
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と

が
、
結
果
的
に
一
番
楽
で
上
手
な

介
護
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
よ
い
感
情
が
長
く
残
る
よ
う

な
接
し
方
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
在
宅
介
護
で

は
、
家
族
は
認
知
症
高
齢
者
の
状

態
を
周
囲
に
説
明
し
て
理
解
を
得

る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
認
知
症
状
が
「
問
題
」
に
な
る

か
否
か
は
、
家
族
な
ど
介
護
者
と

地
域
社
会
の
正
し
い
理
解
と
協
力

が
重
要
で
す
。

　
高
齢
介
護
課
高
齢
福
祉
係

注意

注意

高
齢
者
が
穏
や
か
な
気
持
ち
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
題
行
動
が
減
り
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
を
現
実
の
世
界

に
対
応
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

高
齢
者
が
作
っ
て
い
る
世
界
を

理
解
し
て
、
そ
の
世
界
に
合
わ

せ
た
対
応
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。



こんにちは 健康課です　第55回

今日からできる



～活かします　あなたの納める貴重な税～



古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

143,260㎏

１月分 前月比

10,550㎏

19,511㎏

9,255㎏

992,772円

5,290円

161,672円

4,621円

－75,590㎏

－480㎏

－5,837㎏

－1,695㎏

－452,091円

1,164,355円 －506,029円

－1,590円

－51,500円

－848円

金額総計
（売却代金は町の会計に入る）

町の人口（平成19年2月1日現在）
総　数

男

女

世帯数

29,920人
14,499人
15,421人
11,102世帯

（＋ 3）
（－ 8）
（＋11）
（＋10）

（　）内は前月比。

※平成17年国勢調査結果を基礎数値にしています。

湘南国際マラソンによる湘南国際マラソンによる

交通規制のお知らせ交通規制のお知らせ
湘南国際マラソンによる

交通規制のお知らせ



じ
ょ
う
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　

か
　
　

ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ん
　
な
　
　
　

じ
　
み
や

　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
じ
　

ま
き
　

で
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ん
し
ょ
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め
い

　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ん
　

じ
ゅ
　

い
ん

　
２
月
３
日
（
土
）
に
横
浜

は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
県
民
大
会
に
お
い
て
、
に

の
み
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ブ

が
県
知
事
よ
り
犯
罪
の
な
い

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
奨

励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
日
ご
ろ
の
、
防
犯
や
青

少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
、
児
童
生
徒
の
下
校
時

の
見
守
り
と
い
っ
た
活
動
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
国
道
１
号
線
の
吾
妻
神
社
入
口

バ
ス
停
の
脇
に
は
、
梅
沢
の
旧
東

海
道
へ
入
る
道
が
あ
り
ま
す
。
旧

東
海
道
は
今
で
も
わ
ず
か
に
昔
の

た
た
ず
ま
い
を
残
し
て
い
ま
す
。

そ
の
道
を
西
へ
向
か
っ
て
２
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
、
右
手
に

等
覚
院
が
あ
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
等
覚
院
は
藤
の
花

の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
『
新
編
相
模
風
土
記
稿
』
に

よ
る
と
、
元
和
９
（
１
６
２
３
）

年
に
三
代
将
軍
の
徳
川
家
光
公
御

上
洛
の
（
京
都
へ
参
る
）
折
、
わ

ざ
わ
ざ
駕
籠
を
止
め
て
藤
の
花
を

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。
家
光
は
ほ

う
び
と
し
て
葵
の
紋
が
入
っ
た
茶

碗
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
寛
文
の
こ
ろ
（
１
６
６
１

〜
１
６
７
３
年
）
に
仁
和
寺
宮
が

関
東
に
下
向
さ
れ
た
と
き
に
は
、

等
覚
院
の
淡
い
紫
と
白
色
の
藤
の

花
を
ご
覧
に
な
り
、
そ
の
見
事
さ

に
感
動
し
て
「
藤
巻
寺
」
の
別
号

を
与
え
た
と
い
い
ま
す
。「
藤
巻
」

の
名
の
と
お
り
、
太
い
幹
は
２
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
上
の
藤
棚
へ
向
か
っ

て
、う
ね
る
よ
う
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
推
定
樹
齢
４
０
０
年
の

古
木
と
な
り
ま
し
た
が
、
美
し
い

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　
等
覚
院
の
フ
ジ
の
木
は
昭
和
49

年
に
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
花
の
咲
く
４
月
中

旬
に
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々

が
訪
れ
ま
す
。
今
年
は
暖
冬
の
た

め
、
若
干
早
い
開
花
が
見
込
ま
れ

そ
う
で
す
。

　
等
覚
院
に
は
寛
永
８
（
１
６
３

１
）
年
の
銘
を
も
つ
梵
鐘
が
あ
り

ま
す
。
町
内
で
最
も
古
く
、
昭
和

49
年
に
町
の
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
１
０
１
セ

ン
チ
、
口
径
60
セ
ン
チ
と
小
ぶ
り

で
す
が
、
鐘
を
つ
く
と
、
澄
み
き

っ
た
清
ら
か
な
音
色
を
奏
で
ま
す
。

　
梵
鐘
は
も
と
も
と
吾
妻
神
社
の

別
当
坊
千
手
院
に
あ
り
ま
し
た
。

明
治
時
代
の
神
仏
分
離
に
よ
り
、

等
覚
院
に
移
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
山
西
７
９
３

　
　
　
　
　
吾
妻
神
社
前
バ
ス
停

よ
り
徒
歩
約
５
分
。

　
に
の
み
や
再
発
見
シ
リ
ー
ズ
は

今
月
で
終
わ
り
ま
す
。
一
年
間
の

ご
愛
読
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

に
の
み
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
奨
励
賞
を
受
賞

18
年
度
は
16
名
で
活
動



監督　前田憲一郎　（敬称略）

区　間

第１区

第２区

第３区

第４区

第５区

第６区

第７区

走　者

佐々木尚樹

加 藤 直 樹

石山弘太郎

細 野 友 美

　橋健太郎

古 澤 秀 和

中 崎 幹 大

距　離

3.0㎞

9.7㎞

8.2㎞

2.7㎞

7.2㎞

10.7㎞

10.0㎞

時　間

11分40秒

32分04秒

29分40秒

11分04秒

28分14秒

40分13秒

35分17秒

チーム成績　3時間8分19秒　32チーム中29位

「
お
座
り
」
「
待
て
」
と
い
っ

た
基
本
の
し
つ
け
方
を
習
い

ま
し
た

「
で
き
た
！
」
柔
軟
性
も

サ
ッ
カ
ー
で
は
大
切
で
す

上：全員で協力して表現します

左：絵や習字、体操、映像など、

多彩な表現方法で、今までに

ない「お別れ会」に
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